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第１ 本町の災害 

本町の過去における災害は、大正 3年 8月の台風で小田浦新地の堤防が決壊、昭和 2年の佐敷川大

洪水、昭和 5年佐敷町商店街 32戸を全半焼した大火や、昭和 19年の山潮による大岩、吉尾川の大氾

濫、昭和 25 年 9 月のキジヤ台風においては芦北地区の橋梁の流失、田浦地区では小田浦分校和田校

舎が半壊するなどした。また、昭和 57 年 7 月の集中豪雨では全域に未曾有の大災害が発生。吉尾地

区では集落が孤立し、床上浸水 443 戸はじめ水田樹園地の流失、東海カーボン工場の炉の爆発等多大

な被害を受けたが、幸い死傷者は出なかった。さらには、平成 15年 7月 20 日未明の集中豪雨による

湯浦地区の大災害などがあった。 

本町の過去の災害は、いわゆる自然的な異常現象による被害が多い状況である。また、その他火災

による被害も少なくないことが実情となっている。 

本町における主な災害の発生状況を示すと次のとおりである。 

○ 主な気象災害 
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第２  報告書様式 

様式１号 

災        害        情        報 

災害の種類  災害発生日時  

災害発生場所  

発信機関  受信機関  

発 信 者  受 信 者  

受   信   時   刻 月   日   時   分 

受 

信 

事 

項 

 

処 

理 

事 

項 

 

  （注意） 

  災害状況は、次の事項に留意して報告し、又は報告を受けること。 

 １．人的被害については、その被害の概要（発生日時、場所、被害の原因・状況、消防機関等の出動等）

を記載するとともに、死者・行方不明者・重傷者・軽傷者等人的被害を受けた個人ごとにそれぞれ住

所、氏名、年齢、性別を記載のこと。 

 ２．住家被害については、その被害の概要（発生日時、場所、被害の原因・状況・消防機関の出動等）

を記載するとともに、被害棟数、世帯数、人数を記載すること。  

 ３．道路の規制状況については、規制の場所、被害の原因を記載すること。 

 ４．河川、海岸、溜池の護岸堤防、ダム等その他公共施設の危険状況・防災活動状況。 

 ５．住民の避難について、自主避難・避難勧告等の別、地区名、世帯数、人員、避難場所及び避難の原

因等について記載すること。  
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様式２号 

被害状況報告（速報・確定） 
                          月  日  時  分 現在 

                                                            報告者名（               ） 

 
芦北町 摘           要 

区 分 

人
的
被
害 

死      者 人  人的被害については、住所、氏名、年齢等を報告

すること。 行方不明者 人  

重  傷  者 人  

軽  傷  者 人  

住 
 
  
  

家  
  
  

被  
  
  

害 

全      壊 

棟  

世帯  

人  

半      壊 

棟  

世帯  

人  

床上浸水 

棟  

世帯  

人  

床下浸水 

棟  

世帯  

人  

一部破損 

棟  

世帯  

人  

非
住

公共建物 棟  

そ の 他 棟  

り 災 世 帯 数 世帯  

り  災  者  数 人  

災害対策本部設置 月  日  時  分 

災害対策本部解散 月  日  時  分 

災害救助法適用 月  日  時  分 

消防職員出動延人員 人  

消防団員出動延人員 人  

 

 

市町村名 
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式第５号 

災害応急対策に要した経費に関する報告 

１ 対策本部等に要した経費 

区  分 金  額 備       考 

旅     費 千円 １．本報告は主として本部等に要した人件費について計上するも

のであること。 

 

２．本様式の区分欄は、地方自治法施行規則(昭和 22年内務省第

22号)の別記に定められている｢節｣の区分にしたがって調整する

ものであること。 

時間外勤務手当  

通 信 運 搬 費  

何     々  

計  

 

２ 消防団員等の出動に要した経費 

区分 
出 動 延 人 員 数 同 左 に 要 し た 経 費 

消 防 団 自 衛 隊 そ の 他 計 出 勤 手当 炊き出し経費 計 

 人 人 人 人 千円 千円 千円 

 

３ 機械および資材機材等の借上に要した経費 

種別  数   量 借 上 期 間 金   額 借 上 先 名 備   考 

   千円   

      

計      

 

４ 応急復旧のために使用した資材機材等の購入費 

  数  量 単  価 金  額 購 入 先 備  考 

   千円   

      

計      

 

５ そ の 他 

    区分 

品名 

見 舞 金 品 
そ の 他 計 備  考 

対 象 者 数 金  額 

  千円  千円  

      

計      

区分 

区分 
種別 
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第３ 芦北町防災会議条例 

平成17年1月1日 

条例第16号 

改正 平成19年3月22日条例第10号 

平成24年9月11日条例第15号 

令和3年5月6日条例第15号 

令和6年2月29日条例第1号 

(趣旨) 

第1条 この条例は、災害対策基本法(昭和36年法律第223号)第16条第6項の規定に基づき、芦北町防

災会議(以下「防災会議」という。)の所掌事務及び組織に関し必要な事項を定めるものとする。 

(所掌事務) 

第2条 防災会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

(1) 芦北町地域防災計画を作成し、及びその実施を推進すること。 

(2) 町長の諮問に応じて町の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること。 

(3) 前号に規定する重要事項に関し、町長に意見を述べること。 

(4) 前各号に掲げるもののほか、法律又はこれに基づく政令によりその権限に属する事務 

(会長及び委員) 

第3条 防災会議は、会長及び委員をもって組織する。 

2 会長は、町長をもって充てる。 

3 会長は、会務を総理する。 

4 会長に事故があるときは、あらかじめその指命する委員がその職務を代理する。 

5 委員は、次に掲げる者をもって充てる。 

(1) 指定地方行政機関の職員 

(2) 熊本県の知事の部内の職員 

(3) 熊本県警察の警察官 

(4) 町の職員 

(5) 教育長 

(6) 消防団長 

(7) 指定公共機関又は指定地方公共機関の職員 

(8) 自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者 

(9) 前各号に掲げる者のほか、公共的機関の代表者等 

6 前項の委員は、45人以内とする。 

7 委員の任期は、2年以内とする。ただし、補欠の委員の任期は、その前任者の残任期間とする。 

8 前項の委員は、再任されることができる。 

(専門委員) 

第4条 防災会議に専門の事項を調査させるため、専門委員を置くことができる。 
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2 専門委員は、関係地方機関の職員、熊本県の職員、町の職員、関係指定公共機関の職員、関係指

定地方公共機関の職員及び学識経験のある者のうちから、町長が任命する。 

3 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。 

(庶務) 

第5条 防災会議の庶務は、総務課において処理する。 

(委任) 

第6条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、会長が防災会議に諮っ

て定める。 

附 則 

この条例は、平成17年1月1日から施行する。 

附 則(平成19年3月22日条例第10号) 

この条例は、平成19年4月1日から施行する。 

附 則(平成24年9月11日条例第15号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

  附 則（令和3年5月6日条例第15号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

  附 則（令和6年2月29日条例第1号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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第４ 芦北町災害対策本部条例 

平成17年1月1日 

条例第17号 

改正 平成24年9月11日条例第16号 

(趣旨) 

第1条 この条例は、災害対策基本法(昭和36年法律第223号)第23条の2第8項の規定に基づき、芦北

町災害対策本部(以下「本部」という。)に関し必要な事項を定めるものとする。 

(組織) 

第2条 災害対策本部長(以下「本部長」という。)は、本部の事務を総括し、所部の職員を指揮監督

する。 

2 災害対策副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故があるときは、その職務を代理する。 

3 災害対策本部員(以下「本部員」という。)は、本部長の命を受け、本部の事務に従事する。 

(部) 

第3条 本部長は、必要と認めるときは、本部に部を置くことができる。 

2 部に属すべき本部員は、本部長が指名する。 

3 部に部長を置き、本部長の指名する本部員がこれに当たる。 

4 部長は、部の事務を掌理する。 

(現地災害対策本部) 

第4条 本部長は、必要と認めるときは、現地災害対策本部を置くことができる。 

2 現地災害対策本部に現地災害対策本部長及び現地災害対策本部員(以下「現地対策本部員等」と

いう。)を置く。 

3 現地対策本部員等は、災害対策副本部長及び本部員のうちから本部長が指名する者をもって充て

る。 

4 現地災害対策本部長は、現地災害対策本部の事務を掌理する。 

(庶務) 

第5条 災害対策本部の庶務は、総務課において処理する。 

(その他) 

第6条 この条例に定めるもののほか、災害対策本部に関し必要な事項は、災害対策本部長が定め

る。 

附 則 

この条例は、平成17年1月1日から施行する。 

附 則(平成24年9月11日条例第16号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 



【別冊】 

20 
 

第５ 芦北町危機管理防災懇談会設置要綱 

芦北町告示第７４号 

 芦北町危機管理防災懇談会設置要綱を次のように定める。 

  令和７年１１月１４日 

 （設置） 

第１条 町は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第５条に基づき、関係機関の協力を

得て、芦北町地域防災計画（以下「地域防災計画」という。）を常に最善の計画とすることを目的

に芦北町危機管理防災懇談会（以下「懇談会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 懇談会は、次に掲げる事項を所掌する。 

 （１） 地域防災計画（業務予定、防災事業の大綱、避難所運営マニュアル、事業継 

続計画、受援マニュアル等を含む。）の現況の問題点の把握及び対策 

 （２） 地域防災計画に基づく災害対応及び防災訓練実施後の教訓等の反映 

 （３） 前２号に掲げるもののほか、防災対策に必要な事項 

 （組織） 

第３条 懇談会は、関係機関の代表者又は職員で組織する。 

２ 関係機関は次の各号に掲げるものをいう。 

 （１） 指定地方行政機関 

（２） 県の機関 

（３） 消防機関 

（４） 自衛隊 

（５） 指定公共機関又は指定地方公共機関 

 （会議） 

第４条 懇談会の会議は、総務課長が招集し、その議長となる。 

２ 懇談会は、必要があると認めるときは、関係機関以外の者を出席させ意見又は資料を提出させ

ることができる。 

３ 懇談会は、芦北町の各課に地域防災計画に関する検討及び意見の集約を依頼することができ

る。 

（その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

 

 附 則 

 この要綱は、告示の日から施行する。 
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津波地域法 土砂法

洪水 高潮 津波 土砂

1 医療提供施設 病      院 井上病院 芦北町佐敷280-1 〇

2 〃 溝部病院 芦北町湯浦403-1 〇

3 〃 井上医院 芦北町佐敷167 〇

4 〃 篠原医院 芦北町佐敷370-1 〇

5 〃 宮島医院 芦北町佐敷348-1 〇 〇

6 〃 松本医院 芦北町花岡1666-4 〇 〇

7 〃 竹本医院 芦北町湯浦218-3 〇

8 〃 芦北クリニック 芦北町湯浦417-1 〇

9 〃 芦北整形外科医院 芦北町芦北2610-8 〇 〇 〇

10 〃 芦北とりかい眼科 芦北町芦北2413-1 〇 〇

11 〃 七浦てらさきクリニック 芦北町芦北2090 〇 〇

12 〃 くまもと中医クリニック 芦北町芦北2331-2 〇 〇

13 〃 百崎内科医院 芦北町田浦806 〇 〇

14 歯科診療所 さしき宮島歯科医院 芦北町花岡1660 〇 〇

15 〃 井上歯科医院 芦北町花岡1846-8 〇

16 〃 あいりす歯科医院 芦北町道川内6-9 〇

17 〃 野村歯科医院 芦北町小田浦1348-5 〇 〇

18 〃 藤崎歯科医院 芦北町田浦646-1

1 児童福祉施設 医療型障害児入所施設
くまもと芦北療育
医療センター

芦北町芦北2813 〇

2
指定児童発達支援・指定放課後等デ

イサービス事務所

児童発達支援・放課後等デイサービ
ス　ありんこるーむ芦北

道川内6-13 〇

3 保  育  園 淳光育児園 芦北町花岡309-40 〇

4 〃 吉尾保育園 芦北町吉尾197 〇

5 〃 あしきた・まちのこども園 芦北町芦北2039 〇 〇

6 〃 計石保育園 芦北町計石2962-1 〇 〇

7 〃 湯浦保育園 芦北町湯浦201 〇

8 〃 大野保育園 芦北町天月1215-3

9 〃 田浦保育園 芦北町田浦町698 〇 〇

10 〃 認定こども園すくすく 芦北町芦北2226-2 〇 〇 〇

11 〃
くまもと芦北療育医療センター
事業所内保育園

芦北町芦北2813 〇

区  分 施設区分 施    設    名 住        所
水防法

第6  災害時要配慮者利用施設一覧
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第７ 災害関係機関非常連絡先 
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第８ 災害時における協定の状況 
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第９ 地区防災計画 
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第 10 球磨川流域タイムライン（簡易版・総括表） 

 



球磨川流域（緊急対応）タイムライン 総括表　【令和８年度試行運用版】
1.流域準備段階 2.流域注意段階 3.流域警戒段階 4.早期避難段階 5.避難段階 6.避難完了段階 7.応急対応段階

発災の5～3日前 発災の2～1日前
■梅雨入り発表時
■早期注意情報(警報級の可能性)で
［中］以上
■気象解説情報（台風）発表
 ■府県気象情報発表
■台 の5 3日先の予報円が九州付近
を通過しており、流域に大雨をもたらす可
能性がある場合

 ■大雨・洪水注意報
■時系列情報
■レベル2土砂災害注意報
■レベル2大雨注意報
■気象解説情報（大雨）発表
 ■府県気象情報発表
■強風注意報発表

 ■顕著な大雨に関する気象情報（キーワード：線状
 降水帯）が発表されたとき
■気象防災速報（線状降水帯発生）
■気象防災速報（線状降水帯直前予測）(R8運用
開始予定)
 ■記録的短時間大雨情報発表
■気象防災速報（記録的短時間大雨）
■球磨川流域内 （管内）で 土砂災害警戒情報発表
レベル4土砂災害危険警報
■球磨川流域内 （管内）で 土砂災害警戒情報発表
レベル4大雨危険警報

■球磨川流域内（管内）で、 大雨特別警レベル5大雨特別警
報 報発表
■球磨川流域内（管内）で、レベル5土砂災害特別警報発
表
■暴風特別警報発表

○洪水による災害が発生
○土砂災害が発生

■レベル２氾濫注意報 ■レベル３氾濫警報 ■レベル４氾濫危険警報 ■レベル５氾濫特別警報 ■レベル５氾濫切迫水位

洪水
予報
河川

（球磨川）

■水防団待機水位超過
 萩原 2.00m（八代）  大野 6.50m（八代,芦北,球磨）
 渡 　5.00m（球磨、人吉）
 人吉 2.00m（人吉、山江、相良、錦）
 一武 3.50m（相良、錦、あさぎり）
 多良木 2.00m （あさぎり、多良木、湯前）

■氾濫注意水位超過
　萩原 3.50m（八代）　大野 8.00m（八代、芦北、球磨）
　渡 　6.00m（球磨、人吉）
　人吉 3.00m（人吉、山江、相良、錦）
　一武 4.30m（相良、錦、あさぎり）
　多良木 3.50m（あさぎり、多良木、湯前）

■避難判断水位超過
　萩原 4.40m（八代）大野 10.90m （八代,芦北,球磨）
　渡 　7.60m（球磨、人吉）
　人吉 3.20m（人吉、山江、相良、錦）
　一武 4.40m（相良、錦、あさぎり）
　多良木 3.50m  （あさぎり、多良木、湯前）

■氾濫危険水位超過
　萩原 4.70m（八代）　 大野 12.20m （八代、芦北、球磨）
　渡 　8.70m（球磨、人吉）
　人吉 3.40m（人吉、山江、相良、錦）
　一武 4.50m（相良、錦、あさぎり）
　多良木 3.70m  （あさぎり、多良木、湯前）

水位周知河川
（川辺川）

■水防団待機水位超過
　柳瀬 4.20m（相良村）

■氾濫注意水位超過
　柳瀬 4.80m（相良村）

■避難判断水位超過
　柳瀬 5.20m（相良村）

■氾濫危険水位超過
　柳瀬 5.70m（相良村）

■水防団待機水位超過
　万江川（万江川） 1.85m（人吉）
　胸川（胸川）　 　　1.19m（人吉）
　川辺川（県川辺） 3.39m（相良）
　湯山川（湯山）　  3.00m（水上）

■氾濫注意水位超過
　万江川（万江川） 2.61m（人吉）
　胸川（胸川）　 　  2.04m（人吉）
　川辺川（県川辺） 3.82m（相良）
　湯山川（湯山）　  4.79m（水上）

■避難判断水位超過
　万江川（万江川） 2.61m（人吉）
　胸川（胸川）　 　  2.39m（人吉）
　川辺川（県川辺） 3.82m（相良）
　湯山川（湯山）　  6.40m（水上）

■氾濫危険水位超過
　万江川（万江川） 3.08m（人吉）
　胸川（胸川）　 　  2.66m（人吉）
　川辺川（県川辺） 4.00m（相良）
　湯山川（湯山）　  7.08m（水上）

■待機 ■準備　　■出動 ■警戒 ■警戒

■流域タイムライン発動（流域準備段階）
の内部周知　■大雨・台風説明会への参
加　■災害報道連携会議（臨時WEB会
議）による情報共有（開催された場合）
■メーリングリストによる情報共有
■八代河川国道事務所HPにて段階（ス
テージ）を確認（以降継続）

■流域注意段階への移行を内部周知
■大雨・台風説明会への参加
■災害報道連携会議（臨時WEB会議）による情報
共有（開催された場合）
■メーリングリストによる情報共有
■強風注意報発表に伴う早期対応（前倒し）

■流域警戒段階への移行を内部周知
■災害報道連携会議（臨時WEB会議）による情報
共有（開催された場合）
■メーリングリストによる情報共有
■暴風警報発表に伴う早期対応（前倒し）　■県単
位の線状降水帯予測発表に伴う早期対応（前倒
し）

■早期避難段階への移行について内部周知
■メーリングリストによる情報共有

■避難段階への移行について内部周知
■メーリングリストによる情報共有

■避難完了段階への移行について内部周知
■メーリングリストによる情報共有
■暴風特別警報発表に伴う対応

■避難対応段階への移行（災害発生）について内部周知
■メーリングリストによる情報共有

■下記情報を提供
 ・早期注意情報［警報級の可能性］
 ・各種府県気象情報
 ・気象台ホットライン
■八代河川国道事務所との合同記者発
表（必要に応じて）
■24時間解説による情報提供・質疑応答
（以降継続）

■下記情報を提供
  ・大雨注意報［浸水・土砂］　 ・洪水注意報
・レベル2大雨注意報
・レベル2土砂災害注意報
  ・洪水予報：球磨川氾濫注意情報　（本川）
 ・洪水予報：球磨川レベル2氾濫注意報　（本川）
 ・土砂キキクル：黄色（土砂）
 ・洪水キキクル：黄色（支川）
・大雨キキクル：黄色
　※洪水（支川）、浸水統合
・各種府県気象情報　 ・気象台ホットライン
■八代河川国道事務所との合同記者発表（必要に
応じて）

■下記情報を提供
  ・大雨特別警報［浸水・土砂］
 ・レベル5大雨特別警報
 ・レベル5土砂災害危険警報
 ・洪水予報：球磨川レベル5氾濫特別警報/氾濫発生情報
（本川）
 ・土砂キキクル：黒色（土砂）
 ・洪水キキクル：黒色（支川）
 ・大雨キキクル：黒色
　※洪水（支川）、浸水統合
■八代河川国道事務所との合同記者発表（必要に応じて）
■管内市町村の対応状況の確認

■福岡管区気象台との合同記者発表(必
要に応じて）　■インターネット（川の防災
情報、水害リスクライン等）にてリアルタイ
ム情報を提供（以降継続）
■気象・海象情報収集（降雨、台風進
路、高潮情報の確認）　（以降継続）

■福岡管区気象台との合同記者発表(必要に応じ
て）　■リエゾン派遣（台風接近時）※特別警報級の
恐れがある場合
■TEC-FORCE（排水ポンプ車、照明車等）前進配
備計画・準備※特別警報級の恐れがある場合

■福岡管区気象台との合同記者発表(必要に応じ
て）
■事務所管内の災害情報について情報収集

■福岡管区気象台との合同記者発表(必要に応じ
て）
■市房ダム放流情報の聞き取り（以後継続）
■注意体制の発令
■事務所から河川巡視で確認された被害情報を
確認

■福岡管区気象台と合同記者発表(必要に応じて）
■事務所管内の被害情報等の把握（以後継続
■警戒体制の発令
■洪水予報 （氾濫警戒情報球磨川レベル3氾濫警
報）を確認
■ホットライン情報の確認（以後継続）
■本省報告（危険箇所の状況）

■福岡管区気象台との合同記者発表(必要に応じて）　■警
戒体制の発令（大雨特別警報が発表された場合）　■土砂
災害に関する情報収集
■非常体制の発令（重大な災害が発生する恐れがある場
合）
■洪水予報（ 氾濫危険情報球磨川レベル4氾濫危険警報）
を確認

■福岡管区気象台との合同記者発表(必要に応じて）
■被害状況の把握（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
■非常体制の発令（重大な被害が発生した場合）
■土砂災害に関する被害情報の把握
 ■洪水予報（氾濫発生情報）の確認
■洪水予報（球磨川レベル5氾濫特別警報/氾濫発生情
報））の確認
■リエゾン派遣（追加）　■本省報告（被害情報、緊急復旧状
況）

■熊本地方気象台との合同記者発表(必
要に応じて）
■早よ見なっせ球磨川等にてリアルタイ
ム情報を提供（以降継続）
■気象・海象情報収集（降雨、台風進
路、高潮情報の確認）　（以降継続）
■八代市へ陸閘閉連絡体制の確認

■熊本地方気象台との合同記者発表(必要に応じ
て）
■堰操作の準備（萩原水位観測所　1.00m）

■熊本地方気象台と合同記者発表(必要に応じ
て）
■流域市町村の災害情報収集(以降継続　■注意
体制の発令
■堰操作の実施
■ホットライン等連絡体制確認
■リエゾン派遣に関する確認
■球磨村の排水施設運転開始の準備　■八代市
の陸閘閉操作準備状況確認　■水防警報（待機・
準備）
■樋門樋管等の操作委託先へ情報提供　■緊急
内水対策車の稼動情報の共有

■熊本地方気象台との合同記者発表(必要に応じ
て）
■警戒体制の発令
■洪水予報（ 氾濫注意情報球磨川レベル2氾濫
注意報）を関係機関に周知　　■水防警報（出動）
■河川巡視で確認された被害情報を市町村へ連
絡
■リエゾン派遣の調整
■八代復興事務所への連絡
■災害応援・災害対策機械等の要請・出動・受け
入れ

■熊本地方気象台との合同記者発表(必要に応じ
て）　■気象・海象情報収集
■洪水予報（ 氾濫警戒情報球磨川レベル3氾濫警
報又は３時間先まで水位予測を用いた 氾濫危険
 情報球磨川レベル3氾濫警報）を関係機関へ周知
■水防警報（警戒）　■ホットライン（避難判断水位
到達）　■ホットライン（漏水・浸食情報）　■樋門・
樋管操作状況の情報共有（操作員の避難状況も
併せて確認）
■八代復興事務所への連絡
■災害応援・災害対策機械等の要請・出動・受け
入れ
■水位周知河川（柳瀬）記者発表

■熊本地方気象台との合同記者発表(必要に応じて）　■堤
防等の河川管理施設の被害、内水や市町村の避難・被害、
水防団の活動状況の情報収集(以降j継続）　■非常体制の
発令
■洪水予報（ 氾濫危険情報球磨川レベル4氾濫危険警報）
を関係機関へ周知
■樋門・樋管操作員への退避指示
■排水機場運転調整（停止）開始準備・開始水位到達の通
知
■ホットライン（氾濫危険水位到達）
■八代復興事務所への連絡
■災害応援・災害対策機械等の要請・出動・受け入れ
■水位周知河川（柳瀬）記者発表

■熊本地方気象台との合同記者発表(必要に応じて）
■洪水予報（球磨川レベル5氾濫特別警報/氾濫発生情報）
関係機関へ周知
■災害応援・災害対策機械等の要請・出動・受け入れ
■現地対策支部の設置
■排水機場運転調整（停止）指示
■ホットライン（氾濫発生・堤防決壊）
■TEC-FORCE受入れ
■緊急復旧着手

■防災情報（気象、降雨、水位）の収集・
記録
■情報収集「管内情報（被害情報）」の収
集

■防災情報（気象、降雨、水位）の収集・記録
■情報収集「管内情報（被害情報）」の収集
■体制の確保
■災害対策支部設置（注意体制移行）の判断

■防災情報（気象、降雨、水位）の収集・記録　■
情報収集：管内市町村等から、避難情報や道路通
行規制情報、災害情報を収集（継続実施）
■砂防モニターからのFAX確認や電話連絡　■リ
エゾン派遣の検討（準備）
■警戒体制移行の判断　ホットライン等連絡体制
確認、リエゾン派遣に関する確認

■防災情報（気象、降雨、水位）の収集・記録
■情報収集：管内市町村等から、避難情報や道
路通行規制情報、災害情報を収集（継続実施）
■砂防モニターからのFAX確認
■警戒体制への移行　■ホットラインによる市町
村（首長）への情報提供
■現地情報連絡班（リエゾン）の派遣を検討
■大規模土砂災害発生の情報が入った場合、非
常体制移行の判断

■防災情報（気象、降雨、水位）の収集・記録
■情報収集：管内市町村等から、避難情報や道路
通行規制情報、災害情報を収集（継続実施）　■ 土
 砂災害警戒情報レベル4土砂災害危険警報の確
認
■砂防モニターからのFAX確認　■ホットラインに
よる市町村（首長）への情報提供
■現地情報連絡班（リエゾン）の派遣を検討
■大規模土砂災害発生の情報が入った場合、非
常体制移行の判断

■防災情報（気象、降雨、水位）の収集・記録
■情報収集：管内市町村等から、避難情報や道路通行規制
情報、災害情報を収集（継続実施）
■ 土砂災害警戒情報レベル4土砂災害危険警報の確認
■砂防モニターからのFAX確認
■ホットラインによる市町村（首長）への情報提供
■現地情報連絡班（リエゾン）の派遣を検討
■大規模土砂災害発生の情報が入った場合、非常体制移
行の判断

■管内市町村の対応状況の確認
■非常体制への移行（大規模土砂災害発生の場合）
■現地対策本部設置場所の検討及び局への報告
■現地対策本部の応援要員の招集及び応援体制の局への
報告　■事務所にTEC-FORCEの応援対策支部や災害支援
支部設置　■事務所に災害支援支部を設置
■ホットラインによる市町村（首長）への情報提供・被害状況
確認　■現地情報連絡班（リエゾン）の追加派遣を検討
■大規模土砂災害の予備調査開始

■市町村へ住民の早期避難の呼びかけ
を依頼（必要に応じて）
■知事等から県民へ早期避難の呼びか
けを実施（甚大な被害が想定される場
合）　■気象庁から気象情報を入手

■気象庁から気象情報を入手
■注意体制（梅雨期）
■被害状況等の確認
■市町村等への注意喚起

■気象庁から気象情報を入手　■災害警戒本部
の設置　■避難指示の発令状況確認　■被害状
況等の確認　■九地整、自衛隊等ＬＯ派遣受入の
検討・準備、市町村へのＬＯ派遣の確認　■報道
機関への避難判断水位超過情報発表

■災害対策本部の設置　■被害状況等の把握
■緊急安全確保の発令状況の確認
■災害の発生のおそれ段階での応援の検討（県内応援・緊
急消防援助隊）
■報道機関への氾濫危険水位超過情報発表

■気象庁から気象情報を入手　■被害状況等の把握
■緊急消防援助隊の要請、自衛隊災害派遣要請の検討
■自衛隊へ災害派遣要請
■各種応援協定等に基づく応援要請検討
■報道機関への氾濫発生情報発表

■気象情報の把握 ■気象情報の把握　　■注意体制（梅雨期）
■被害状況等の確認
■管内市町村への注意喚起
■各市町村区と予防的自主避難者に対応する避難
所の開設場所確認
■消防局等関係機関との連携確認

■気象情報の把握
■警戒体制
■管内市町村の避難所開設状況や避難情報の発
令状況、避難者数、被害状況等の確認
■水防警報（待機・準備）発表

■気象情報の把握
■警戒体制（継続）
■管内市町村の避難所開設状況、避難情報の発
令状況、避難者数、被害状況等の確認
■水防警報（出動）発表

■気象情報の把握■地方災害警戒本部の設置
■管内市町村の避難所開設状況、避難情報の発
令状況、避難者数、被害状況等の確認
■市町村首長へのホットライン（土砂災害警戒情
報発表）　■水防警報（警戒）発表
■管内市町村へLO派遣

■気象情報の把握　　■地方災害対策本部の設置
■管内市町村の避難所開設状況、避難情報の発令状況、
避難者数、被害状況等の確認
■管内市町村への大雨特別警報・記録的短時間大雨情報
が発令された旨の伝達　■市町村長へのホットライン（氾濫
危険水位到達）■水防警報（厳重警戒）発表

■気象情報の把握
■管内市町村の避難所開設状況、避難情報の発令状況、
避難者数、被害状況等の確認
■市町村長へのホットライン（氾濫発生）
■氾濫発生情報発表

■市房ダムの予備放流や事前放流の現
状や今後の予定等　を発信

■市房ダムの予備放流や事前放流の現状や今後
の予定等を発信

■市房ダムの「緊急放流予告」の通知や現在の状
況等を発信　■ダムの貯留状況「貯留能力の半分
情報（貯水位EL275.7ｍ超過）」を発信

■市房ダムの「緊急放流開始」の通知や現在の状況等を発
信

■市房ダムの「緊急放流開始」の通知や現在の状況等を発
信

■八代河川国道事務所HPにて段階（ス
テージ）を確認（以降継続）

以下の場合は早期避難の「準備」（前倒し）
■市房ダム放流情報にて危険と判断
■強風注意報にて今後の避難が困難と判断
■避難行動が夜間になると判断

■市房ダム放流情報に応じた避難対応
（住民の避難対応）

■市房ダム放流情報に応じた避難対応
　（避難遅れへの対応等）

■市房ダム放流情報に応じた避難対応
　（避難遅れへの対応等）

■第１配備体制 ■第２配備体制
▼高齢者等避難

■災対本部設置　■第３配備体制
▼避難指示

■第１警戒体制
▼高齢者等避難

■第２警戒体制 ▼避難指示 ■災対本部設置

■注意体制 ■災対本部設置　■警戒体制
▼高齢者等避難 ▼避難指示

■第１警戒体制 ■第２警戒体制
▼高齢者等避難

■第３警戒体制
▼避難指示

■災対本部設置

■警戒体制
▼予防的避難

■災害情報連絡本部 第１配備
▼高齢者等避難

■災対本部設置
▼避難指示

■注意体制
▼高齢者等避難

■第１配備体制
▼避難指示

■第２配備体制■災対本部設置 ■第３配備体制

▼予防的避難
■第１配置体制
▼高齢者等避難

■第２配置体制 ■災対本部設置　■第３配置体制
▼避難指示

■第１配備体制 ■第２配備体制
▼高齢者等避難

■災対本部設置　■第３配備体制
▼避難指示

■第１次防災体制 ■第２次防災体制
▼高齢者等避難

■災対本部設置　■第３次防災体制
▼避難指示

■第１配備→第２配備体制
▼高齢者等避難

■災対本部設置　■第３配備体制
　　　　　　　　　　　▼避難指示

■第１次→第2次警戒配備体制
　　　　　　　▼高齢者等避難

■災対本部設置　■第３次警戒配備体制
▼避難指示

■第４次警戒配備体制

■初期体制 ■注意体制 ■災害警戒本部設置　■警戒体制
▼高齢者等避難

■災対本部設置 ■非常配備体制第１配備
▼避難指示

■非常配備体制第２配備 ■非常配備体制第３配備

茶文字：気象台（R8.2）新たな防災気象情報に伴う修正
緑文字：八代河川国道事務所修正

以下の場合は早期避難を「実施」（前倒し）　※以降随時判断する
■市房ダム放流情報にて危険と判断
■暴風警報にて今後の避難が困難と判断
■県単位の線状降水帯予測にて判断　　■避難行動が夜間になると判断

R8.5.14時点

流域
自治体

上流
↓

下流

災
害
発
生

■下記情報を提供
 ・大雨警報［浸水・土砂］　　 ・洪水警報
・レベル3土砂災害警報
・レベル3大雨警報
  ・洪水予報：球磨川氾濫警戒情報（本川）
 ・洪水予報：球磨川レベル3氾濫警報（本川）
 ・土砂キキクル：赤色（土砂）　  ・ 洪水キキクル：赤色（支川）
・大雨キキクル：赤色
　※洪水（支川）、浸水統合
 ・各種府県気象情報 (線状降水帯予測を含む） ・気象台ホットライン
■八代河川国道事務所との合同記者発表（必要に応じて）

■下記情報を提供
  ・土砂災害警戒情報
 ・レベル4土砂災害危険警報
  ・洪水予報：球磨川氾濫危険情報　（本川）
・洪水予報：球磨川レベル4氾濫危険警報　（本川）
 ・ 土砂キキクル：紫色（土砂）
  ・ 洪水キキクル：紫色（支川）
 ・大雨キキクル：紫色
　※洪水（支川）、浸水統合
 ・各種府県気象情報 　　 ・気象台ホットライン
  ・記録的短時間大雨情報発表
 ・気象防災速報（記録的短時間大雨）
  ・ 顕著な大雨に関する気象情報（キーワード：線状降水帯）
 ・気象防災速報（線状降水帯発生）
 ・気象防災速報（線状降水帯直前予測）(R8運用開始予定)
■八代河川国道事務所との合同記者発表（必要に応じて）

関係機関　共通対応

■気象庁から気象情報を入手
■警戒体制
■高齢者等避難の発令状況確認
■市町村避難所開設状況の確認
■被害状況等の確認

■市房ダムの「洪水調節開始」の通知や現在の状況等の現状や今後の予定等を発信
■ダムの貯留状況「貯留能力の半分情報（貯水位EL275.7ｍ超過）」　を発信

 ■大雨警報（浸水害）、洪水警報
■レベル3大雨警報
 ■大雨警報（土砂災害）
■レベル3土砂災害警報
■梅雨期末期に大雨の可能性
■気象解説情報（大雨）
■気象解説情報（線状降水帯半日前予測）
 ■府県気象情報発表（県単位の線状降水帯予測を含む）
■暴風警報発表

流域自治体の
共通対応

水上村

湯前町

球磨村

球磨川流域模式図

熊本県

熊本地方気象台

九州地方整備局

国管理
河川の
水位
情報

県の水位周知河川
の水位情報

（球磨川支川）

八代河川国道事務所

川辺川ダム砂防事務所

県庁

広域本部
地域振興局

  市房ダム管理所

流域
タイム

ラインの
段階移行
の基準

水防警報

気象情報等

芦北町

八代市

多良木町

あさぎり町

錦町

相良村

五木村

人吉市

山江村

：国の水位観測所（基準観測所）

：熊本県の水位観測所（基準観測所）

：国河川（球磨川、川辺川）

：熊本県水位周知河川

：国の水位観測所の受け持ち区間

市房ダム

万江川

胸川

川辺川

球磨川

湯山川

八代市

芦北町

山江村

相良村

水上村

人吉市

球磨村

あさぎり町

錦町

湯前町

多良木町

萩原

大野

渡

人吉

一武

多良木

球
磨
川

湯山

万江川

五木村

八代海

川辺川

胸川

県川辺



球磨川流域タイムライン（簡易版） R8.5.14時点

区分
ステージ1

流域準備段階
ステージ2

流域注意段階
ステージ3

流域警戒段階
ステージ4

早期避難段階
ステージ5
避難段階

ステージ6
避難完了段階

ステージ7
避難完了

■府県気象情報
■台風の5~3日先の予報円が九州を指
向
■梅雨入り発表

■線状降水帯による大雨の半
日程度前からの呼びかけ

 ■記録的短時間大雨情報
■気象防災速報（記録的短
時間大雨）
 ■顕著な大雨に関する気象情
 報（線状降水帯発生情報）
■気象防災速報（線状降水
帯発生）
■気象防災速報（線状降水
帯直前予測）(R8運用開始予
定)

■警報級の可能性
「中」以上

 ■大雨・洪水注意報
■レベル2土砂災害注意報
■レベル2大雨注意報
■強風注意報

 ■大雨・洪水警報
■レベル3土砂災害警報
■レベル3大雨警報
■レベル2氾濫注意報
■暴風警報

■レベル3氾濫注意報

 ■土砂災害警戒情報
■レベル4土砂災害危険警報
■レベル4大雨危険警報
■レベル4洪水危険警報

 ■大雨特別警報
■レベル5大雨特別警報
■レベル5洪水特別警報
■レベル5土砂災害特別警報
■暴風特別警報

■レベル5氾濫切迫水位

■土砂キキクル：黄色
 ■洪水キキクル：黄色
■大雨キキクル：黄色
　※洪水、浸水統合

■土砂キキクル：赤色
 ■洪水キキクル：赤色
■大雨キキクル：赤色
　※洪水、浸水統合

■土砂キキクル：赤色
 ■洪水キキクル：赤色
■大雨キキクル：赤色
　※洪水、浸水統合

■土砂キキクル：紫色
 ■洪水キキクル：紫色
■大雨キキクル：紫色
　※洪水、浸水統合

■土砂キキクル： 紫色黒色
 ■洪水キキクル：紫色
■大雨キキクル：黒色
　※洪水、浸水統合

■土砂キキクル：黒色
 ■洪水キキクル：黒色
■大雨キキクル：黒色
　※洪水、浸水統合

■予備放流・事前放流の現状・見通
し

■洪水調節開始通知
■貯留能力の半分情報

■緊急放流予告
■貯留能力の半分情報

■緊急放流開始 ■緊急放流開始

■待機 ■準備　　■出動 ■警戒 ■警戒

■水防団待機水位超過 ■氾濫注意水位超過 ■避難判断水位超過 ■氾濫危険水位超過 ■氾濫危険水位超過

県庁

広域本部地域振興局

市房ダム管理所

ステージ＝流域タイムラインのステージ ※印：必要に応じて実施

熊本県

九州地方整備局

川辺川ダム
砂防事務所

災
害
発
生

流域タイムラ
インの段階移
行の判断基準

気象情報・
台風情報等

注意報・警報等

キキクル

河川水位

市房ダム情報（熊本県）

八代河川国道事務所

共通

八代河川国
道事務所

と流域自治
体のホット

ライン

その他対応

項目

熊本地方気象台

流域自治体

茶文字：気象台（R8.2）新たな防災気象情報に伴う修正
緑文字：八代河川国道事務所修正

水防警報

注意体制へ 警戒体制へ 災害対策本部の設置

避難所開設状況、避難情報発令状況、被害状況等の確認

報道機関への河川水位情報の発表

「洪水調節開始」の通知

「貯留能力の半分情報」の発信 「緊急放流開始」の通知「緊急放流予告」の通知

注意体制へ 警戒体制へ 地方災害対策本部の設置

避難所開設状況、避難情報発令状況、

避難者数、被害状況等の確認

ホットラインの実施

八代河川国道事務所との合同記者発表の実施※

避難所開設→高齢者等避難の発令 避難指示の発令
緊急安全確保

の発令

注意体制へ 警戒体制へ 非常体制へ 現地対策支部の設置

緊急消防援助隊の要請

自衛隊へ災害派遣要請

ホットラインの実施

暗くなる

前に

気象情報のＷＥＢ解説

福岡管区気象台との合同記者発表の実施※

暗くなる

前に

24時間解説の実施

注意体制へ 警戒体制へ 非常体制へ 現地対策支部の設置

ＴＥＣ派遣 ＴＥＣ派遣（受入れ）

災害報道連携会議（臨時WEB会議）

ホットライン

第２報

ホットライン

第１報 ホットライン

第3報


